
富山高等専門学校 開講年度 平成31年度 (2019年度) 授業科目 流体工学Ⅱ
科目基礎情報
科目番号 0190 科目区分 専門 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 商船学科 対象学年 5
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 基礎から学ぶ流体力学　オーム社
担当教員 福留 研一,寺西 恒宣
到達目標
・「層流」「乱流」を理解し説明できる。
・「管路損失」を理解し、関連する問題を解くことができる。
・「揚力」「抗力」を理解し説明できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 「層流」「乱流」を理解し正しく
説明できる。

「層流」「乱流」を理解し説明で
きる。

「層流」「乱流」を理解できない
。

評価項目2
「管路損失」を正しく理解し、関
連する応用問題を解くことができ
る。

「管路損失」を理解し、関連する
問題を解くことができる。

「管路損失」を理解できない。関
連する問題を解くことができない
。

評価項目3 「揚力」「抗力」を理解し正しく
説明できる。

「揚力」「抗力」を理解し説明で
きる。

「揚力」「抗力」を理解できない
。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
流体運動を数式で表現する流体力学において、本科目では水力学を中心として、実務に役立つ知識の習得を目的に行う
。
流体における「層流」「乱流」「管路損失」を記述する方法の理解する。「揚力」「抗力」の働く物体の運動を理解す
る。

授業の進め方・方法 講義と演習

注意点 評価が60点に満たない者は、願い出ることにより追認試験を受けることができる。追認試験の結果、単位の修得が認め
られた者にあっては、その評価を60点とする。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 ・ガイダンス
・層流①

・シラバスによる説明で講義内容を理解する
・粘性及び各種粘性流体を理解する

2週 ・層流② ・管内の層流とレイノルズ数を理解する
3週 ・層流③ ・平行壁の層流における速度、摩擦、圧力を理解する

4週 ・管内の乱流① ・管内の乱流要素を理解する①
　なめらかな管と粗い管

5週 ・管内の乱流② ・管内の乱流要素を理解する②
　なめらかな管と粗い管

6週 ・管内の乱流③ ・管内の管摩擦係数
7週 ・管内の乱流④ ・非円形断面管と配管各所の圧力損失
8週 ・中間試験 ・中間試験

4thQ

9週 ・中間試験の解答
・管内の乱流⑤

・中間試験問題の解答と解説
・管の断面積変化による各種損失を理解する

10週 ・管内の乱流⑥ ・曲がり管と管路で失われる各種損失を理解する
11週 ・管内の乱流⑦ ・損失を考慮したベルヌーイの式を理解する
12週 ・揚力と抗力① ・カルマン渦とストローハル数を理解する
13週 ・揚力と抗力② ・翼型と揚力の関係を理解する
14週 ・揚力と抗力③ ・レイノルズの相似則を理解する
15週 ・期末試験 ・期末試験

16週 ・期末試験の解答 ・試験答案の返却と問題の解説
・授業アンケート調査実施

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

専門的能力 分野別の専
門工学

商船系分野
(航海) 船舶工学

水の物理的性質(重量、 圧縮性、 粘性)について説明できる。 4 後1,後2,後
6

基礎的な静水力学(アルキメデスの原理、パスカルの原理)につい
て説明できる。 4 後1

基礎的な動水力学(層流と乱流、流量と流速、ベルヌーイの定理
)について説明できる。 4

後1,後2,後
3,後4,後
5,後6,後
7,後9,後
10,後11

商船系分野
(機関) 流体力学

流体の性質を表す各種物理量の定義と単位を、説明できる。 4 後1
浮揚体に作用する力のつり合いについて認識し、浮力を計算でき
る。 4 後12,後

13,後14

層流と乱流の違いを説明できる。 4
後1,後2,後
3,後4,後
5,後6



ベルヌーイの式と連続の式を用いて流速および流量を計算できる
。 4 後11

船体に作用する抵抗の種類(摩擦抵抗、造波抵抗など)について、
説明できる。 4 後7,後9,後

10
流れの中に存在する物体に作用する抗力および揚力について説明
できる。 4 後12,後

13,後14
抗力係数および揚力係数を用いて、抗力および揚力を計算できる
。 4 後12,後

13,後14
流体機械の種類、構造および作動原理について、説明できる。 1 後1

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ 提出物 合計

総合評価割合 80 0 0 0 0 20 100
基礎的能力 40 0 0 0 0 10 50
専門的能力 40 0 0 0 0 10 50
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0


